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第27回 Neuroscience Seminar 「新規創薬標的としての細胞内主要ATPase, VDP」


















特別講演　「How autophagy protects the liver from steatosis when apoB synthesis and VLDL secretion are inhibited」
　　　　　Henry N. Ginsberg, M.D.










































演　者  1 ：Fawaz G. Haj, PhD　　Associate Professor, Department of Nutrition, University of California, Davis, U.S.A 
タイトル：“Metabolic regulation by pancreatic protein tyrosine phosphatases”
演　者  2 ：Tzu-Ching Meng, PhD　　Research Fellow, Institute of Biological Chemistry, Academia Sinica, Taiwan
タイトル：“Novel role of dual specificity phosphatase-6 (DUSP6) in promoting endothelial inflammation”
連  絡  先：脳・肝インターフェースメディシン研究センター　環境応答学部門　長田直人　(076-234-4207）











International Symposium on Tumor Microenvironment---Crosstalk between host cells and malignant cells
日時：平成26年11月21日午後3時より（予定）
場所：金沢大学・自然研図書館・AVホール








開  催  日：平成26年11月27日（木）～ 11月29日（土）※
開催場所：北國新聞  赤羽ホール （1階  北國新聞交流ホール）
世  話  人：金沢大学子どものこころの発達研究センター　東田陽博
子どもの発達障害に関する幅広い領域の専門家が集い、研究成果を発表すると共に、一般の方々に子どもの発達障害とその研究への理
解を深めて頂く。
　第3回目となる今回3日間のプログラムの特徴は、「新しい未来に向けて」。脳機能計測による発達障害診断技術開発、オキシトシン
作用機序の最先端研究とオキシトシンによる自閉症治療の臨床研究や研究倫理などを取り上げます。
※詳細に関しては、Webで「第3回金沢大学 子どものこころサミット」と検索して下さい。
